


















はじめに

難病やおもい障害をもつこどもが家庭で生活する意義はきわめて大きい事は自明である。

それは患児の健康増進と発達促進のみでなく,家族にも望ましい影響をもたらすからであ

る。しかしただ在宅にすればよいのではなく,多くの支援システムが有機的に効果をもた

らすことが前提であろう。横浜の現状を表 1に纏めた。特徴は重心施設の定員が少ないた

め,在宅への施策が現在でも種々の対応でなされていることである。一例として重心児の

ためのミニ養護学校が普通学校に併設されている点,卒業生のための通所施設が数ヵ所あ

る点が上げられる。しかしいまだ充分とはいえない。


